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TOPICSTOPICS
新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
『
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
』
の
こ
と
で
、
緊
急
時
に
市
の
防

災
行
政
無
線
を
自
動
起
動
さ
せ
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
や
大
規
模
テ
ロ
情
報
な
ど
の

国
民
保
護
に
関
す
る
情
報
や
緊
急
地
震
速
報
な
ど
の
災
害
に
関
す
る
情
報
を
、
国
か

ら
市
民
に
向
け
て
瞬
時
に
放
送
す
る
も
の
で
す
。

　『
消
防
団
協
力
事
業
所
』
と
は
、
従

業
員
の
消
防
団
活
動
を
積
極
的
に
配
慮

す
る
な
ど
し
て
い
る
事
業
所
で
す
。
そ

し
て
、
消
防
団
活
動
へ
の
協
力
を
社
会

貢
献
と
し
て
認
め
、
そ
の
証
し
と
し
て

表
示
証
を
交
付
す
る
の
が
『
消
防
団
協

力
事
業
所
表
示
制
度
』
で
す
。

　
表
示
証
は
２
種
類
あ
り
、
総
務
省
消

防
庁
が
交
付
す
る
青
地
に
金
色
の
文
字

　
荒
川
、
烏
川
、
神
流
川
で
河
川
氾
濫

の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
や
、
氾
濫
し
た

と
き
に
、
浸
水
す
る
危
険
性
の
高
い
地

域
に
い
る
か
た
の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
へ
、
電
子
メ
ー
ル
で
情
報
を

配
信
し
ま
す
。
事
前
登
録
な
ど
は
不
要

で
す
。

※
対
象
の
地
域
内
で
も
携
帯
電
話
な
ど

　
深
谷
市
消
防
団
は
「
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
郷
土

愛
の
下
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
は
、
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
が
発
生

　
深
谷
市
で
は
平
成
23
年
４
月
か
ら
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
早
期
避
難
や
被
害
の
軽
減
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
国
か
ら
の
緊
急
情
報
が
放
送
さ
れ
た

場
合
は
、
放
送
内
容
を
確
認
し
、
速
や

か
に
命
を
守
る
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

【
放
送
例
】
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
情
報

　
日
本
の
領
土
・
領
海
に
落
下
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

①
ミ
サ
イ
ル
発
射
情
報

　「
ミ
サ
イ
ル
発
射
。
ミ
サ
イ
ル
発
射
。

『
●
●
（
国
名
が
放
送
さ
れ
ま
す
）』

か
ら
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
も
よ
う

で
す
。
頑
丈
な
建
物
や
地
下
に
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。」

②
屋
内
避
難
の
呼
び
か
け

　「
直
ち
に
避
難
。
直
ち
に
避
難
。
直

ち
に
頑
丈
な
建
物
や
地
下
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。
ミ
サ
イ
ル
が
落
下
す
る
可

緊
急
時
の
Ｊジ

ェ
イ

ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
情
報
伝
達

問
い
合
わ
せ
　
総
務
防
災
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
５
）

消
防
団
協
力
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
消
防
総
務
課
（
う
５
７
１
‐
０
９
０
０
）

荒
川
・
烏か

ら
す

川
・
神か

ん

流な

川
の
洪
水
情
報
を
配
信

問
い
合
わ
せ
　
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
（
う
０
４
９
‐
２
４
６
‐
６
３
８
４
）

　
　
　
　
　
　
高
崎
河
川
国
道
事
務
所
（
う
０
２
７
‐
３
４
５
‐
６
０
４
１
）

深
谷
市
消
防
団
新
役
員
紹
介

問
い
合
わ
せ
　
消
防
総
務
課
（
う
５
７
１
‐
０
９
０
０
）

能
性
が
あ
り
ま
す
。
直
ち
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。」

③
落
下
場
所
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報

（
日
本
の
領
土
・
領
海
に
落
下
）

　「
ミ
サ
イ
ル
落
下
。
ミ
サ
イ
ル
落
下
。

ミ
サ
イ
ル
が
『
●
●
地
方
（
地
名
が
放

送
さ
れ
ま
す
）』
に
落
下
し
た
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
情
報
を
伝
達
し
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
屋
内
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。」　

※
状
況
に
応
じ
、
放
送
内
容
は
変
更
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
、
国
か
ら

市
民
に
向
け
て
携
帯
電
話
な
ど
に
緊
急

速
報
メ
ー
ル
を
配
信
す
る
な
ど
の
情
報

伝
達
を
実
施
し
ま
す
。

深谷市消防団役員の皆さん
写真前列左から　堀

ほり

江
え

花園支団長、島
しま

田
だ

岡部支団長、馬
ば

場
ば

副団長、坂
さか

田
た

団長、高
たか

橋
はし

深

谷南支団長、柿
かき

木
ぎ

深谷北支団長、富
とみ

田
た

川本支団長

中央左から　山
やま

田
だ

女性分団長、長
なが

岡
おか

第1分団長、大
おお

野
の

第2分団長、山
やま

戸
と

第3分団長、大
おお

澤
さわ

第4分団長、中
なか

山
やま

第5分団長、中
なか

嶋
じま

第6分団長、橋
はし

本
もと

第7分団長、植
うえ

竹
たけ

第8分団長、

福
ふく

島
しま

第9分団長、江
え

波
なみ

第10分団長、山
やま

口
ぐち

第11分団長、関
せき

根
ね

第12分団長

後列左から　小
こ

林
ばやし

第13分団長、柿
かき

澤
ざわ

第14分団長、石
いし

﨑
ざき

第15分団長、内
うち

田
だ

第16分団長、

石
いし

川
かわ

第17分団長、野
の

辺
べ

第18分団長、田
た

中
なか

第20分団長、堀
ほり

内
うち

第21分団長、金
かね

子
こ

第22

分団長、内
うち

田
だ

第23分団長、栗
くり

嶋
しま

第24分団長、野
の

辺
べ

第25分団長

右上部　飯
いい

野
の

第19分団長

事業所名 従業員数 団員数 認定別

花園農業協同組合 31人 7人
深谷市認定
総務省消防庁認定

ふかや農業協同組合 263人 13人

深谷市認定

㈱ロビン 9人 2人

㈱オリケイ 95人 2人

坂田自動車工業㈱ 60人 2人

榛沢農業協同組合 14人 3人

市内の消防団協力事業所一覧

▲4月25日に榛沢農業協同組合へ表示証
を交付しました（左から、坂

さか

田
た

消防団長、
野
の

﨑
ざき

榛沢農業協同組合長、小
こ

島
じま

市長）。

▲『消防団協力事業所』表
示証。現在、6事業所に交
付しています。

▲防災行政無線

の
電
源
が
入
っ
て
い
な
い
場
合
や
、
電

波
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
受
信
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
携
帯
電
話
な
ど
の
機
種
に

よ
っ
て
は
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
対
応

し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
他
の
河
川
に
つ
い
て
も
、
今
後
配
信

さ
れ
る
予
定
で
す
。

し
た
時
に
は
、
直
ち
に
住
民
の
皆
さ
ん

の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
、

昼
夜
を
問
わ
ず
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
活
動
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1テレ玉を視聴する。

2リモコンの【d】ボタンを押す。

3テレ玉のデータ放送画面が開く。

4画面左下の一覧から『深谷市からのお知らせ』を

選び、リモコンの【決定】ボタンを押す。

問い合わせ　秘書課（う574‐ 6631）

データ放送を視聴するには

入力切替

メニュー

d

電源

番 組 表

1 2 3
4 5 6
7 8 9
10 11 12

文字
入力

決定

オフタイマー

市の情報をテレ玉で！
暮らしがもっと楽しく！
もっと便利に！

　市では、テレ玉（地上デジタル放

送の3チャンネル）のデータ放送を

活用し、身近なテレビを通して、防

災行政無線で放送した内容や旬なイ

ベント情報などを発信しています。

　ぜひご覧ください。

地デジ3チャン

（
ゴ
ー
ル
ド
）
と
、
深
谷
市
が
交
付
す

る
青
地
に
銀
色
の
文
字
（
シ
ル
バ
ー
）

が
あ
り
ま
す
。

　『
消
防
団
協
力
事
業
所
』
と
し
て
認

め
ら
れ
た
事
業
所
は
、
取
得
し
た
表
示

証
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
、
表
示
証

の
マ
ー
ク
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広

く
公
表
し
、
地
元
消
防
団
へ
の
協
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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TOPICS
新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします深谷市長

小島　進

臨
時
保
育
士
成
績
認
証
制
度
を
創
設

問
い
合
わ
せ
　
保
育
課
（
う
５
７
４
‐
８
６
４
８
）

初
の
認
証
事
業
所
が
誕
生
！

深
谷
市
女
性
活
躍
等
推
進
事
業
所
認
証
制
度

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
３
）

　
市
立
保
育
園
で
勤
務
す
る
臨
時
保
育
士
が
、
継
続
的
に
勤
務
す
る
こ
と
に
意
欲
を

持
ち
、
ま
た
臨
時
保
育
士
の
士
気
向
上
を
図
る
た
め
に
、
臨
時
保
育
士
の
成
績
を
市

が
認
証
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
女
性
の
活
躍
推
進
や
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
る
市
内
の
２
事
業
所
を
、
３

月
28
日
に
『
深
谷
市
女
性
活
躍
等
推
進
事
業
所
』
と
し
て
認
証
し
ま
し
た
。

消
防
分
署
が
抱
え
る

問
題
の
解
決
へ

　

市
内
に
は
２
つ
の
消
防
署
と
５
つ
の

消
防
分
署
が
あ
り
ま
す
が
、
建
設
か
ら

47
年
が
経
過
し
て
い
る
川
本
分
署
を
は

じ
め
、
藤
沢
・
岡
部
・
豊
里
分
署
の
老

朽
化
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
消
防
分
署
に
は
、
こ
れ
ま

で
も
老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
改
修
な
ど

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
抜
本
的
な

問
題
解
決
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
さ
ら

に
耐
震
補
強
も
実
施
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
早
急
な
対
応
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
４
つ
の
分
署

に
つ
い
て
は
、
平
成
32
年
度
ま
で
に
建

て
替
え
を
し
て
、
耐
震
性
を
確
保
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

建
物
を
耐
震
化
す
る
に
は
、『
耐
震

補
強
』
か
『
建
て
替
え
』
を
す
る
方
法

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
建
て
替
え
は
耐
震

補
強
と
比
べ
費
用
は
か
か
り
ま
す
が
、

耐
震
補
強
は
、
建
物
自
体
の
延
命
化
が

図
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
10
数
年
後

に
は
建
て
替
え
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
こ
う
し
た
点
を
考
慮
し
、
総

合
的
に
判
断
し
た
結
果
、
耐
震
補
強
よ

り
も
、
長
期
的
に
見
て
費
用
負
担
が
抑

え
ら
れ
る
『
建
て
替
え
』
と
い
う
選
択

を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
川
本
分
署
に
つ
い
て
は
、
今

回
の
建
て
替
え
に
伴
い
、
荒
川
の
南
側

に
移
設
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
内
に
は

現
在
、
荒
川
の
南
側
に
消
防
署
や
消
防

分
署
が
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
現
在
の

川
本
分
署
が
建
て
ら
れ
た
後
に
、
荒
川

の
南
側
に
工
業
団
地
が
整
備
さ
れ
る
な

ど
し
て
、
地
域
の
状
況
が
変
わ
っ
た
こ

と
な
ど
を
考
慮
し
た
も
の
で
す
。

　

消
防
署
や
消
防
分
署
は
、
日
々
の
活

動
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
が
発
生
し
た
際

に
は
、
各
地
区
の
消
防
活
動
の
拠
点
と

な
る
重
要
な
施
設
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

消
防
署
や
消
防
分
署
は
大
災
害
に
も
耐

え
う
る
建
物
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
ひ
と
つ

ず
つ
解
決
し
て
い
き
、
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

みんなの声みんなの声Ｂ Ｏ Ｘ

Ｑ

Ａ

現在、マイナンバーカードは
申請から受け取りまでどのく
らいの期間がかかりますか。

申請後、約3週間で交付して
います。

か
た
を
対
象
と
し
て
審
査
し
、
今
回
、

25
人
の
か
た
を
認
証
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、成
績
を
認
証
す
る
こ
と
で
、

臨
時
保
育
士
と
し
て
継
続
的
に
勤
務
す

る
こ
と
に
意
欲
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

士
気
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
私
立
保
育
園
な
ど
へ
就
職
す

る
に
あ
た
り
、
必
要
な
能
力
や
適
性
を

判
断
す
る
際
の
参
考
と
し
て
活
用
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
女
性
の
活
躍
推
進
お
よ
び

仕
事
と
家
庭
の
両
立
な
ど
、
職
場
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
28
年
７
月
に
『
深
谷
市
女
性

活
躍
等
推
進
事
業
所
認
証
制
度
』
を
創

設
し
ま
し
た
。
　

　
そ
し
て
、
初
の
『
深
谷
市
女
性
活
躍

等
推
進
事
業
所
』
と
し
て
『
深
谷
赤
十

字
病
院
』
と
『
た
つ
み
印
刷
㈱
』
を
認

証
し
ま
し
た
。

　
市
は
今
後
も
認
証
事
業
所
を
支
援

し
、
女
性
活
躍
や
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
市
立
保
育
園
で
臨
時

保
育
士
と
し
て
働
く
か
た
の
う
ち
、
真し

ん

摯し

か
つ
継
続
的
に
保
育
業
務
に
取
り
組

ん
だ
か
た
を
、
成
績
優
秀
者
と
し
て
保

育
園
長
が
推
薦
し
、
市
が
そ
の
成
績
を

認
証
す
る
も
の
で
す
。

　
市
は
認
証
す
る
に
あ
た
り
、『
人
事

評
価
制
度
』
を
参
考
に
し
た
う
え
で
総

合
的
に
審
査
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
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川本中学校1年（現2年）　渡
わ た

邊
な べ

眞
ま

己
き

 さん

一年二組の全員へ

最優秀賞
中学生の部

▪男女共同参画推進員を
置いている
▪仕事や家庭・地域生活
の両立を支援している
▪男女が共に働きやすい
職場環境をつくっている
▪女性の能力の活用など
に取り組んでいる

　マイナンバーカードは、公的な身
分証明書としても利用できます。
　まだお持ちでないかたは、ぜひ申
請してください。
問い合わせ　市民課（う574 ‐ 66
40）

　四月、静岡から来た私は、中一の入学式の時すごく

オドオドしていたのを覚えている。親せきの子も別の

クラスでこの時の友達は本しかいなかった。中学生に

なって二日目話しかける勇気もなかった私に声をかけ

てくれたのはクラスの女の子だった。その子がきっか

けでどんどん友達が増えていった。

　もしあの時、彼女が話しかけてくれなかったら、毎

日楽しい学校生活じゃなかったかもしれない。私に声

をかけてくれた人に『今』『ありがとう』を伝えたい。

臨時保育士募集中！

▲4月26日に行われた認証書交付式の様子。左からたつみ印
刷㈱新

あたらし

社長、深谷赤十字病院寺
てら

井
い

事務部長、小
こ

島
じま

市長

必要資格　保育士または看護師・准
看護師
勤務場所　市内公立保育園
勤務時間（ローテーション勤務）
①通常保育業務＝月～土曜日のうち
5日、午前8時～午後6時のうち実働
7時間30分、休憩1時間のシフト制
②延長保育業務＝月～土曜日のうち
5日、午前7時～10時または午後4時
～7時
募集人員　8人程度
給与　時給1,020円
申し込み　
　事前に保育課
へ連絡の上、履
歴書、資格証の
コピーを持参し
てください。

▲『女性活躍等推進事業所』のシン
ボルマーク。認証事業所は広告や名
刺などにシンボルマークを表示し、
認証事業所であることをPRできま
す。

認証の要件


